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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。久しぶりの夜間
例会だと思います。
今日は軽めのお話を
したいと思っており
ます。入りは、ロー
タリーのことですの

でロータリーから入りたいと思います。
来月、タイでグローバル補助金の関係で贈呈式に行っ
てまいります。このグローバル補助金というのは、７
つの重点分野のどれかに関わる事業でないといけな
い、となっています。
今日、話したいのは、この「7」という数字に関わる
話をしたいと思っております。
　ここで７つの重点分野が何なのかを話すというより
も、この7という数字に着目したいと思っております。
よく、ラッキーセブンとかいわれています。日本でも
海外でも７がいろいろ注目されていると思います。
ラッキーセブン、これは、アメリカの野球からきてい
るのです。ピッチャーが 7回までいい調子で投げて
いたとしても、7回になって疲れてくると、バッター
も目が慣れてきて、7回ぐらいでようやく打てように
なって 7回で劇的に点数が入る。そこで「7回はラッ
キーだ」というところから、ラッキーセブンというの
が始まったと言われています。
また、このセブンの関係で、アメリカでこういう慣用
句があるのです。『Seventh Heaven』という言い方が

あります。これ、何かの本を読んだときに、ラッキー
じゃなくてSeventh Heavenという慣用句が出てきて、
例えば、こういう時に使われるみたいです。大統領夫
人はファーストレディーと言われるのですけども、
ファーストレディーになった彼女は、「ものすごく有
頂天で、ものすごい気分がいい」と表現するときに、
彼女は「今、Seventh Heaven にいる」というような
言い方をするらしいのです。
それだけ「天国の中でも、すごく近い」というような
言い方をするのが、Seventh Heaven だという言い方
をしています。
この「7」にまつわることを話したいと思っています。
例えば、こういう話もあります。音楽好きの方が多分
いらっしゃると思うのですが、私は音楽もヘビメタが
好きだったのですけども、イギリスのアイアン・メイ
デンをご存知ですか。結構、古いヘビメタですけども、
そのアルバムで『Seventh Son of a Seventh Son』とい
うのがあるのです。それを翻訳すると、7番目の息子
の 7番目の息子、というよくわからないタイトルで
はあるのですが、意味的には 7番目の子どもにはす
ごい予言能力がある。さらに、その子どもは本当に予
言能力があるというような意味のタイトルのアルバム
なのです。アイアン・メイデンが7番目のアルバムで、
Seventh Son of a Seventh Son を作ったということで
す。７に着目しているところが非常に面白いというこ
とで、私は「７」を中心に調べてみたので話をしてみ
ました。
また、7といえば映画で言うと、ブラッド・ピットの

『セブン』という映画、ご覧になった方はいると思う
のです。西洋でいうと、７つの大罪をテーマにした、
なにかドローンとした映画ですけども、それも 7を
テーマにした映画でした。
また、7というのは、西洋だけのことかなと思ってみ
ると、日本でも「七福神」とか「七夕」とか、７が日
本でも非常に貴重な大切な数字と言われていると思い
ます。仏教でも人が亡くなると、いろいろな読み方が
あると思うのですけど『六道』、この六つの世界を迷
えて行くと悟りの境地を開くということで、六つの次
の 7という数字が非常に大事にされているのです。
初七日とか、四十九日とか、7の関わる数字が大切に
されていることで、７は偶然ですけど、日本だけじゃ
なくて、西洋でも仏教でもすごく大事にされていると
思ったので、7という数字に着目したお話をいろいろ
させていただきました。
また、ロータリーに戻って、ロータリー年度は 7月
から始まります。たまたま 7月だと思うのですが、7
から始まるということで、7で始まって 7で終わる話
だと思ったので紹介させていただきました。
最後になぜ、7月から始まるかということについては、
最初のころの会長あいさつでも話させていただきまし
た。昔の国際大会が8月にあったのですが、その時に、
年度の会計報告をしないといけないと言われていまし
た。会計報告を国際大会に間に合わせるためには、国
際大会が８月にあるとその 2か月前に終わらせない
と間に合わないということで、6月末までを会計年度
として区切る、と。それで 7月からロータリーの会
計年度が始まったというのが、7月 1日から始まった
という起源のようです。
こんな話でズルズルと話をすると永遠に続いてしまう
ので、今日は 7をテーマにした話で、ロータリーが
始まって、ロータリーで終わらせていただきました。
この後は夜間例会ですので、会長あいさつはこれで終
わらせていただきたいと思います。以上です。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。先ほどの会長のご
挨拶にもありましたとおり、グローバル補助金の贈呈
式が 5月 18日にタイの地で行われます。
参加希望者を募ったところ、釧路クラブから 5名の
方が参加されます。グローバル補助金リーダーとして
の荒井会長、同じく地区のグローバル補助金の委員と
して東堂君、舟木君、土橋君と幹事の私が参加します。
一緒にグローバル補助金を行う帯広西ロータリークラ
ブから 4名の方が参加して、日本から総勢 9名で行
いたいと思っております。また、5月 21日に報告例
会もありますので、ご報告したいと思います。

Lady Go のご案内

釧路ベイロータリークラブ幹事　平野　知子君
　皆さま、こんばん
は。本日は貴重なお
時間をいただきあり
がとうございます。
この度、Lady Go 実
行委員長を拝命いた
しました釧路ベイ

ロータリークラブの平野智子です。よろしくお願いい
たします。
歴史と伝統ある釧路ロータリークラブ様の例会にて、
このようなご挨拶の機会をいただきましたこと、心よ
り感謝申し上げます。本日は、5月 9日に釧路プリン
スホテルにて開催されます『Lady Go　集う・語り合
う』のご案内とご参加のお願いに伺いました。
本研修はＬａｄｙＧｏという名称から、女性会員のた
めの会という印象を持たれるかもしれませんが、広く
皆様にご参加いただきたい内容となっております。当
日は第 2510 地区パストガバナー出村知佳子様、第
2500 地区パストガバナー久木佐知子様をお迎えし、
ロータリーでのご経験や、本研修会に込められた想い
などについてお話をいただきます。ぜひ皆様にご参加
いただけましたら幸いです。
クラブの垣根を越えて交流し、活動の経験や思いを共
有できる機会になればと思っております。私自身もこ
の会を通じまして、活動の幅が広がったと感じており
ます。本研修が皆様にとって、何か新たな気づきとな
りつながればと思っております。どうぞよろしくお願
いいたします。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　佐々木俊和君
皆さん、こんばんは。
親睦活動委員会の
佐々木です。本日の
司会を務めさせてい
ただきますよろしく
お願いします。
本日はクイズという

ことで、クイズの詳細は後ほどまた申し上げますけれ
ども、各テーブルに置いてあります札を挙げながら、
回答していただきます。クイズは 20問ほど用意して
おります。
1位のグループと 2位のグループには賞品を用意して
おりますので、それもまたご案内しますけれども、ぜ
ひ回答を頑張っていただければと思います。クイズの
準備は皆さんと歓談しながら行います。

早速ですけれども皆様で乾杯をしたいと思います。
それでは開会のご挨拶、乾杯のご発声を舟木博パスト
会長より賜りたいと存じます。
舟木会長、よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声
舟木　　博パスト会長

　皆さん、こんばん
は。本日は親睦委員
会のメンバーが特に
新入会員の皆さんに
居心地の良い、そし
て例会に参加して楽
しいをモットーに、

企画をしております。また、クイズもたくさん用意し
ておりますので積極的に参加してください。
なお、横田幹事には「クイズの景品代はケチるな」と
言われておりますので、景品に不満な方は私に申し出
てください。
それでは、今晩の例会が楽しく有意義なものになりま
すように、そして皆様が健康で楽しく仕事ができます
ように祈念して乾杯したいと思います。
それでは皆さん、
「乾杯」

（ご歓談中）
（手に手をとって）

中締めのごあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
滝越　康雄パスト会長

　今日は主催者、親
睦関係の皆さん、大
変ご苦労さまでし
た。すごく練った質
問で、相当、仕事を
さぼったなと思って
いました。

最近、私は仕事上の書類にアクセントを付けるため花
の写真を撮りに回っているのですけど、釧路市内はひ
どいですね。桜が 1本も咲いてないのです。何の花

もない、タンポポも生えてない、本当に。まぁ夜桜は
別として、ちょっと残念でありますが。
私は昔から本が好きなのですけども、6年前に買った
本を引っ張り出し、熟読しています。題名が『世界一
危険な男ドナルド・トランプ』なのですけども、本当
にあの人はすごいですね。「イランを石器時代に戻す」
とか、日本だって昭和 30年代になってしまいますよ。
私は、大統領といったらトランプみたいな大統領では
なくて、高校生のころ、ケネディ暗殺があったもので
すから、あの大統領には素晴らしく惚れていました。
業界の団体旅行でアメリカ東部に行った時、アーリン
トン墓地の中のケネディの墓『永遠の炎』を見てきた
のですよ。こういう理想とあれとで、アメリカも落ち
たなという気持ちでおります。
ちょっと飲み会の話でないのですけど、言いたいのは、
もうアメリカを頼っていたら駄目だなというところま
で来ております。明日の活動でひしひしと不便さを感
じて、これは頑張って生き抜いていかなきゃならない
な、心して頑張らなきゃならないなという時期じゃな
いでしょうか。
ということで、皆さん、この釧路の街ですから心して
支えて、ここの部屋（釧路クラブ）が暗くなったら釧
路は持たないですから、頑張っていきたいと思います。
ご起立いただきます。
1本締めでいきます。では、お手を拝借
（ポン）
どうもありがとうございました。

会長の時間
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回答していただきます。クイズは 20問ほど用意して
おります。
1位のグループと 2位のグループには賞品を用意して
おりますので、それもまたご案内しますけれども、ぜ
ひ回答を頑張っていただければと思います。クイズの
準備は皆さんと歓談しながら行います。

早速ですけれども皆様で乾杯をしたいと思います。
それでは開会のご挨拶、乾杯のご発声を舟木博パスト
会長より賜りたいと存じます。
舟木会長、よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声
舟木　　博パスト会長

　皆さん、こんばん
は。本日は親睦委員
会のメンバーが特に
新入会員の皆さんに
居心地の良い、そし
て例会に参加して楽
しいをモットーに、

企画をしております。また、クイズもたくさん用意し
ておりますので積極的に参加してください。
なお、横田幹事には「クイズの景品代はケチるな」と
言われておりますので、景品に不満な方は私に申し出
てください。
それでは、今晩の例会が楽しく有意義なものになりま
すように、そして皆様が健康で楽しく仕事ができます
ように祈念して乾杯したいと思います。
それでは皆さん、
「乾杯」

（ご歓談中）
（手に手をとって）

中締めのごあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
滝越　康雄パスト会長

　今日は主催者、親
睦関係の皆さん、大
変ご苦労さまでし
た。すごく練った質
問で、相当、仕事を
さぼったなと思って
いました。

最近、私は仕事上の書類にアクセントを付けるため花
の写真を撮りに回っているのですけど、釧路市内はひ
どいですね。桜が 1本も咲いてないのです。何の花

もない、タンポポも生えてない、本当に。まぁ夜桜は
別として、ちょっと残念でありますが。
私は昔から本が好きなのですけども、6年前に買った
本を引っ張り出し、熟読しています。題名が『世界一
危険な男ドナルド・トランプ』なのですけども、本当
にあの人はすごいですね。「イランを石器時代に戻す」
とか、日本だって昭和 30年代になってしまいますよ。
私は、大統領といったらトランプみたいな大統領では
なくて、高校生のころ、ケネディ暗殺があったもので
すから、あの大統領には素晴らしく惚れていました。
業界の団体旅行でアメリカ東部に行った時、アーリン
トン墓地の中のケネディの墓『永遠の炎』を見てきた
のですよ。こういう理想とあれとで、アメリカも落ち
たなという気持ちでおります。
ちょっと飲み会の話でないのですけど、言いたいのは、
もうアメリカを頼っていたら駄目だなというところま
で来ております。明日の活動でひしひしと不便さを感
じて、これは頑張って生き抜いていかなきゃならない
な、心して頑張らなきゃならないなという時期じゃな
いでしょうか。
ということで、皆さん、この釧路の街ですから心して
支えて、ここの部屋（釧路クラブ）が暗くなったら釧
路は持たないですから、頑張っていきたいと思います。
ご起立いただきます。
1本締めでいきます。では、お手を拝借
（ポン）
どうもありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。久しぶりの夜間
例会だと思います。
今日は軽めのお話を
したいと思っており
ます。入りは、ロー
タリーのことですの

でロータリーから入りたいと思います。
来月、タイでグローバル補助金の関係で贈呈式に行っ
てまいります。このグローバル補助金というのは、７
つの重点分野のどれかに関わる事業でないといけな
い、となっています。
今日、話したいのは、この「7」という数字に関わる
話をしたいと思っております。
　ここで７つの重点分野が何なのかを話すというより
も、この7という数字に着目したいと思っております。
よく、ラッキーセブンとかいわれています。日本でも
海外でも７がいろいろ注目されていると思います。
ラッキーセブン、これは、アメリカの野球からきてい
るのです。ピッチャーが 7回までいい調子で投げて
いたとしても、7回になって疲れてくると、バッター
も目が慣れてきて、7回ぐらいでようやく打てように
なって 7回で劇的に点数が入る。そこで「7回はラッ
キーだ」というところから、ラッキーセブンというの
が始まったと言われています。
また、このセブンの関係で、アメリカでこういう慣用
句があるのです。『Seventh Heaven』という言い方が

あります。これ、何かの本を読んだときに、ラッキー
じゃなくてSeventh Heavenという慣用句が出てきて、
例えば、こういう時に使われるみたいです。大統領夫
人はファーストレディーと言われるのですけども、
ファーストレディーになった彼女は、「ものすごく有
頂天で、ものすごい気分がいい」と表現するときに、
彼女は「今、Seventh Heaven にいる」というような
言い方をするらしいのです。
それだけ「天国の中でも、すごく近い」というような
言い方をするのが、Seventh Heaven だという言い方
をしています。
この「7」にまつわることを話したいと思っています。
例えば、こういう話もあります。音楽好きの方が多分
いらっしゃると思うのですが、私は音楽もヘビメタが
好きだったのですけども、イギリスのアイアン・メイ
デンをご存知ですか。結構、古いヘビメタですけども、
そのアルバムで『Seventh Son of a Seventh Son』とい
うのがあるのです。それを翻訳すると、7番目の息子
の 7番目の息子、というよくわからないタイトルで
はあるのですが、意味的には 7番目の子どもにはす
ごい予言能力がある。さらに、その子どもは本当に予
言能力があるというような意味のタイトルのアルバム
なのです。アイアン・メイデンが7番目のアルバムで、
Seventh Son of a Seventh Son を作ったということで
す。７に着目しているところが非常に面白いというこ
とで、私は「７」を中心に調べてみたので話をしてみ
ました。
また、7といえば映画で言うと、ブラッド・ピットの

『セブン』という映画、ご覧になった方はいると思う
のです。西洋でいうと、７つの大罪をテーマにした、
なにかドローンとした映画ですけども、それも 7を
テーマにした映画でした。
また、7というのは、西洋だけのことかなと思ってみ
ると、日本でも「七福神」とか「七夕」とか、７が日
本でも非常に貴重な大切な数字と言われていると思い
ます。仏教でも人が亡くなると、いろいろな読み方が
あると思うのですけど『六道』、この六つの世界を迷
えて行くと悟りの境地を開くということで、六つの次
の 7という数字が非常に大事にされているのです。
初七日とか、四十九日とか、7の関わる数字が大切に
されていることで、７は偶然ですけど、日本だけじゃ
なくて、西洋でも仏教でもすごく大事にされていると
思ったので、7という数字に着目したお話をいろいろ
させていただきました。
また、ロータリーに戻って、ロータリー年度は 7月
から始まります。たまたま 7月だと思うのですが、7
から始まるということで、7で始まって 7で終わる話
だと思ったので紹介させていただきました。
最後になぜ、7月から始まるかということについては、
最初のころの会長あいさつでも話させていただきまし
た。昔の国際大会が8月にあったのですが、その時に、
年度の会計報告をしないといけないと言われていまし
た。会計報告を国際大会に間に合わせるためには、国
際大会が８月にあるとその 2か月前に終わらせない
と間に合わないということで、6月末までを会計年度
として区切る、と。それで 7月からロータリーの会
計年度が始まったというのが、7月 1日から始まった
という起源のようです。
こんな話でズルズルと話をすると永遠に続いてしまう
ので、今日は 7をテーマにした話で、ロータリーが
始まって、ロータリーで終わらせていただきました。
この後は夜間例会ですので、会長あいさつはこれで終
わらせていただきたいと思います。以上です。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。先ほどの会長のご
挨拶にもありましたとおり、グローバル補助金の贈呈
式が 5月 18日にタイの地で行われます。
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本日のニコニコ献金

■樋口　貴広君　会社創立 50周年を迎えました。地域の皆様に感謝申し上げます。

今年度累計　　394,420 円　　
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夜間例会スナップ


